
末広ふれあいセンター介護予防ミニディサービス（２０１１年度２回目 12 月 9 日） 

 

本日のプログラムより 

♪ あわただしい 12 月。心にゆとりを持ち、出会った人たちが「互いにかけがいのない友」

と思える場所づくり又それぞれの個々を見つめなおす機会としての支援の場に。 

♪ お仲間に連帯感や感謝の気持ちを持つ。心おきなく自己表現できる場としても集うこ

とを初めの一歩に 

♪ 歌やリズム活動・楽器活動を身体活動として意欲的におこないますが、心が揺れる活

動も大切にしたいと考えます。 

♪ 改正介護保険法に基づく、介護予防を意識した口腔機能の向上の一助けとして、日常

の口腔セルフケアに繋がるプログラムとなっております。言葉と呼吸を意識し音読や

歌うことは口腔ケアにも繋がっています。 

 

項目       目的       使用曲        留意点 

 

導入    活動の始まりを意識               時節の話題 

 

季節の歌  なじみの歌でリラックス  たき火        緊張感の解放 

                               音読・会話 

展開 1 

口の体操  今歌った曲で       たき火       意識して口を動かす 

 

展開 2 

身体活動  ストレッチ       たき火         腕の可能域を意識 

       手拍子・棒体操                 歌と上半身の動き 

展開 3 

レク的活動 リズムで楽しく     雪            歌唱 

          ｢きよしのズンドコ 棒打ち｣ (１：１、２：２、３：３ ４：４) 

                参加者の名前をお借りする 

展開 4 

合唱奏  一体感を味わう      きよしこの夜    楽器の選択・響きの共感 

     役割の意識                    楽器の交換・交流 

     ＊トーンチャイム・ツリーチャイム・トライアングル 

終わり  リクエストに応えて～ 

クールダウン（語りかけと参加者どおしの交流）        

                               by nakano 



 

 末広ふれあいセンター介護予防ミニディサービス 音楽療法アンケート結果 

 

１．性別   女性 １５名（初参加の人５名） 

２．年齢   ７０代・・７名  ８０代・・８名 

        平均年齢・・８０．３歳 

３．本日の活動は日々の生活に役立つと思いますか？ 

  思う・・・１３名・思わない・・・１人・どちらとも言えない・・・１人 

＊ 「思わない」の回答の人の感想は「面白かったです・次回希望します」 

＊ 「どちらとも言えない」の回答の人の感想は今日はとても楽しく嬉しく存じました。

ひとり暮らしの日々にいつも孤独感をいだいていますが、たまにはよいと思います。

有難うございました。 

４．楽しかった曲 

・ たき火（身体活動・リズム） 

・ きよしこの夜（トーンチャイム・トライアングル・ツリーチャイム等の合奏 

５．末広ふれあいセンターまでどのようにしてきましたか？ 

・ 送ってもらった・・・４名（１０・１５分） 

・ 歩いてきた・・・・・９名（８分・１０分・１５分・３０分） 

・ バス・・・・・・・・２名（１０分・２０分） 

６．感想は～ 

・ 楽しい時間をありがとうございました 

・ 面白かったです。次回希望します。 

・ 次回もお願いしたいと思います。 

・ 今日はとても楽しく嬉しく存じました。ひとり暮らしの日々にいつも孤独感をい

だいていますが、たまにはよいと思います。有難うございました。８８歳 

・ 今日は楽しかったです（とても楽しいです。） 

・ 日頃動かせない体を動かせて、家でもやってみたいと思います。とても楽しかった

です。８２歳 

・ 思いきり声を出して気持ちよかった。 

・ とても楽しい時間を過ごさせていただきました。ありがとうございました。 

・ よかったです。 

・ 楽しかった。又出席したい。        

 

♪音楽療法士３名（中野・島田・浅田）、市の末広ふれあいセンター担当看護士１名・ 

地域のサポートの方２名他） 

 



 

活動の振り返り 

 

前回より数名多く参加された。初参加の人は５名。前回に引き続き参加された方は活動

内容を記憶されていた。棒たいそう・リズム活動等思い出して振り返る場面も見られた。 

打ち合わせは行っていたが、活動の始まりでキーボードを使えない状況であったため、季

節の曲のたき火を、時節の話題や思い出の掘り起こし、軽い身体運動の「カウント」とし

て活用した。また歌詞を３番まで正確に覚えていらっしゃる方もいて、リードして歌われ

た。そして覚えていることを誇らしいようすで、詩を確認するように私たちにも語った。 

 

＊ 「グーチョキパー＋手打ち・グーチョキパー＋膝打ち」の活動は一度に３つの機能

を同時に行う（歌う・上半身の運動・順番の記憶）集中の必要な活動であるが、間

違えや戸惑いで不安を感じさせないよう配慮した。例えば、戸惑いの効果が脳の血

流アップに繋がること等も伝えた。皆さん意欲的であった。間違いを笑い飛ばす・

今度こそと！と尐しがんばる意欲の芽生えを大切にしたい。 

＊ 棒体操でも棒を握る位置・スタート時の棒の高さなど、運動の負荷にも留意しそれ

ぞれが取り組めていた。説明をよく聞くこともでき、近くの人と笑顔で交流しなが

ら活動ができていた。 

＊ 名前をお借りしたリズム活動では、はにかみながらも楽しげであった。前回の活動

を思い出された方もいらした。リーダーがカウントを２倍にとってしまったときも、

和気藹々の中に、違いを指摘くださるなど意欲や積極性が見られた。 

＊ トーンチャイムの合奏では音の出し方に興味を持っていただいたり、役割分担を周

りの方と確認し合ったりよい交流ができた。こちらの問いかけにも、タイミングよ

く反応してくださる。どちらにしましょうか？（ふるさとを歌いますか？きよしこ

の夜で合奏をしますか？）という問いかけには、どなたかが必ず意思表示をされそ

れにうなずく姿も見られた。 

※ 活動後、この集いを取りまとめてくださる方が、「皆さんが楽しそうに、

熱心にされていることを再確認され、身体活動も楽しみながら全員ででき

ていて音楽療法はいい活動ですね。しっかり声もでて・・」との感想。 

※ リーダーは合奏のピッチが高すぎて座った姿勢で歌うという活動では、配

慮に欠けたことを反省点としてあげた。（高めのピッチの時は歌わないで

音色や響きを聞くことに集中し、次は楽器をおいて気持ちよく歌う、とい

う二段階の構成で実施することとした。さらに意欲が出たところで楽器の

み・歌のみ・余裕のある方は合奏の時も歌うという事を提案させていただ

き取り組んだ。結果・・高い F も歌われた参加者もいらした） 

 



※ 楽器の不備があり十分な確認を！という点も反省点であったがチームと

して活動を積み重ねていたため、楽器に頼りすぎない、或いは使わないで

取り組む活動のあり方も話し合った。 

※ ミニデイサービスは１年に２回。一回で完結のセッションであるが、それ

でも、「次が楽しみ・・」「前の時は・・・」等励みや期待を伴って参加者

が集う企画であることを再認識する活動場面が多い。サポートしてくださ

る地域の方も特別な自己表現の場であること（集う方達の元気な様子や思

いがけない大きな声、笑顔や意欲又交流）を感じてくださり、新たな個人

の様子（別の一面）を知る手がかりとなり、加えて本当に必要なサポート

にも繋げて頂けるよう、ささやかではあるがこの音楽療法が、その一助と

なれるよう努力したい。 

小さな積み重ねが生きる活動でもあり、参加者と創る、参加者主体の活

動になれると実感している。 

※ 前回もアンケートの感想であったが、今回のアンケート結果も他者と音楽

を介して交流する楽しさが孤独になりがちな日常に刺激や喜びを感じる

機会となっていると、あった。次の音楽療法を楽しみにしているという、

感想を受け取ると、なんとか継続の現場として一回でも多く「共に有る時

間」となる工夫をしていきたい。地域の自治会館に比べたら、けっしてふ

れあいセンター近くはない。送ってもらったりバスに乗ったり、歩いた

り・・・これも参加者の前向きな姿勢であると学ぶ。意思表示、自己表現、

自己決定など人としての尊厳に繋がるメッセージを直接受け取る現場だ

からこそ大切にしたいと思うと同時に、その代弁者として伝えるべきは伝

え寄り添っていければと思う。    

文責・・浅田 


